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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第46期

第３四半期連結
累計期間

第47期
第３四半期連結

累計期間

第46期
連結会計年度

会計期間
自平成28年４月１日
至平成28年12月31日

自平成29年４月１日
至平成29年12月31日

自平成28年４月１日
至平成29年３月31日

売上高 （百万円） 39,622 40,032 52,663

経常利益 （百万円） 1,222 1,166 2,041

親会社株主に帰属する四半期

（当期）純利益
（百万円） 82 174 121

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） 118 244 143

純資産額 （百万円） 15,831 15,662 15,855

総資産額 （百万円） 34,432 32,712 33,041

１株当たり四半期（当期）純利

益金額
（円） 0.17 0.67 0.29

潜在株式調整後１株当たり四半

期（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 46.0 47.9 48.0

営業活動による

キャッシュ・フロー
（百万円） 1,823 2,794 2,858

投資活動による

キャッシュ・フロー
（百万円） △1,678 △203 △1,427

財務活動による

キャッシュ・フロー
（百万円） △722 △1,770 △1,522

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（百万円） 3,461 4,767 3,947

 

回次
第46期

第３四半期連結
会計期間

第47期
第３四半期連結

会計期間

会計期間
自平成28年10月１日
至平成28年12月31日

自平成29年10月１日
至平成29年12月31日

１株当たり四半期純損失金額

（△）
（円） △0.31 △0.81

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

　　　　２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

　　　　３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、希薄化効果を有している潜在株式が存在

しないため記載しておりません。

 

 

２【事業の内容】

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　　　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中における将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会

社）が判断したものであります。

 

　（1）業績の状況

　当第３四半期連結累計期間における連結業績は、売上高は400億32百万円（前年同期比1.0％増）、営業利益は11億

29百万円（同3.8％減）、経常利益は11億66百万円（同4.6％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益は１億74百万

円（同110.7％増）となりました。

　当第３四半期連結累計期間において新規出店を４店舗、ブランド変更を４店舗、改装を19店舗行い、不採算店12店

舗及び契約終了により１店舗を閉鎖し、ＦＣ契約終了により２店舗減少し、当第３四半期連結会計期間末の店舗数は

479店舗（直営店464店舗、ＦＣ店15店舗）となりました。

 

　各セグメントの概要は以下の通りです。

 

①レストラン事業

　レストラン事業につきましては、新店４店舗（「ステーキ宮」２店舗、「ステーキとローストビーフ丼のお店　

宮」１店舗、「カルビ大将」１店舗）をオープンし、ブランド変更を３店舗（「ステーキ宮」から「カルビ大将」へ

２店舗、「ステーキ宮」から「にぎりの徳兵衛」へ１店舗）、改装を15店舗（「にぎりの徳兵衛」５店舗、「ステー

キ宮」３店舗、「海鮮アトム」３店舗、「味のがんこ炎」２店舗、「かつ時」２店舗）、不採算店５店舗（「ステー

キ宮」２店舗、「味のがんこ炎」１店舗、「カルビ大将」１店舗、「ラパウザ」１店舗）及び契約終了により１店舗

（「にぎりの徳兵衛」）の閉鎖を行い、当第３四半期連結会計期間末の店舗数は283店舗となりました。

　以上の結果、レストラン事業の当第３四半期連結累計期間の売上高は、269億98百万円（前年同期比2.7％増）、セ

グメント利益は22億47百万円（同8.2％増）となりました。

②居酒屋事業

　居酒屋事業につきましては、ブランド変更を１店舗（「暖や」から「寧々家」）、改装を４店舗（「寧々家」３店

舗、「海へ」１店舗）、不採算店７店舗（「いろはにほへと」３店舗、「甘太郎」２店舗、「暖や」１店舗、「寧々

家」１店舗）の閉鎖を行い、当第３四半期連結会計期間末の店舗数は150店舗となりました。

　以上の結果、居酒屋事業の当第３四半期連結累計期間の売上高は、104億89百万円（前年同期比2.8％減）、セグメ

ント利益は５億80百万円（同20.2％減）となりました。

③エンターテインメント事業

　エンターテインメント事業につきましては、当第３四半期連結会計期間末の店舗数は31店舗であります。

　エンターテインメント事業の当第３四半期連結累計期間の売上高は、19億13百万円（前年同期比2.2％減）、セグ

メント利益は４億23百万円（同5.5％減）となりました。

④その他の事業

　その他の事業につきましては、ＦＣ契約終了により２店舗（「廻転寿司アトムボーイ」１店舗、「にぎりの徳兵

衛」１店舗）減少し、当第３四半期連結会計期間末の店舗数はＦＣ店15店舗となりました。

　以上の結果、ロイヤリティ収入は減少したものの、宮のたれの販売が増加したことにより、その他の事業の当第３

四半期連結累計期間の売上高は、６億30百万円（前年同期比7.9％増）、セグメント利益は３億38百万円（同14.1％

増）となりました。
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　（2）キャッシュ・フローの状況

　当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）の残高は47億67百万円とな

り、前連結会計年度末に比べ８億20百万円増加いたしました。

　当第３四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりです。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　　営業活動の結果得られた資金は27億94百万円（前年同期比53.3％増）となりました。

　　これは主に税金等調整前四半期純利益（９億77百万円）及び減価償却費の計上（16億４百万円）によるものであ

ります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　　投資活動の結果使用した資金は２億３百万円（前年同期比87.8％減）となりました。

　　これは主に有形固定資産の取得による支出（９億11百万円）、預り保証金の返還による支出（３億24百万円）及

び有形固定資産の売却による収入（９億60百万円）によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　　財務活動の結果使用した資金は17億70百万円（前年同期比145.1％増）となりました。

　　これは主に長期借入金の返済による支出（16億７百万円）によるものであります。

 

　（3）経営方針・経営戦略等

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はあり

ません。

 

　（4）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループの対処すべき課題の状況に重要な変更はありません。

 

　（5）研究開発活動

　該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 290,999,968

Ａ種優先株式

（第１回優先株式）
9,000,000

Ｂ種優先株式

（第２回優先株式、第３回優先株式、第４回優先株式）
32

計 300,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成29年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成30年２月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 184,559,297 184,559,297

東京証券取引所

名古屋証券取引所

（各市場第二部）

単元株式数100株

第１回優先株式 9,000,000 9,000,000 非上場 （注）２

第２回優先株式 5 5 非上場 （注）３

第３回優先株式 5 5 非上場 （注）４

第４回優先株式 12 12 非上場 （注）５

計 193,559,319 193,559,319 － －

（注）１.　提出日現在発行数には、平成30年２月１日から四半期報告書を提出する日までの優先株式の転換による増減

は含まれておりません。

２.　第１回優先株式の内容は、次のとおりであります。

（1）単元株式数

100株

（2）第１回優先配当金

(a)　第１回優先配当金の額

当社は、毎決算期の最終の株主名簿に記載又は記録された第１回優先株式を有する株主（以下「第１回優

先株主」という。）又は第１回優先株式の登録質権者（以下「第１回優先登録質権者」という。）に対し

て、普通株式を有する株主（以下「普通株主」という。）又は普通株式の登録質権者（以下「普通登録質

権者」という。）に先立ち、第１回優先株式１株につき以下の算式に従い計算される金額（円位未満小数

第１位まで算出し、その小数第１位を四捨五入する。）（以下「第１回優先配当金」という。）を支払

う。ただし、当該営業年度において第１回優先中間配当金が支払われた場合、第１回優先配当金の支払い

は、第１回優先中間配当金を控除した額による。

第１回優先配当金＝ 200円× ２％

(b)　第１回優先中間配当金の額

中間配当を行う場合、当社は、第１回優先株主又は第１回優先登録質権者に対して、普通株主又は普通登

録質権者に先立ち、第１回優先株式１株につき第１回優先配当金の２分の１に相当する額を支払う。
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(c)　累積条項

ある営業年度において、第１回優先株主又は第１回優先登録質権者に対して支払う利益配当金の額が第１

回優先配当金の額に達しない場合、その不足額を翌営業年度以降に累積し、累積した不足額（以下「累積

未払第１回優先配当金」という。）については、第１回優先配当金及び普通株主若しくは普通登録質権者

に対する利益配当金に先立って、これを第１回優先株主又は第１回優先登録質権者に支払う。

(d)　非参加条項

第１回優先株主又は第１回優先登録質権者に対しては、第１回優先配当金を超えて配当を行わない。

（3）残余財産の分配

(a)　当社の残余財産を分配するときは、普通株主又は普通登録質権者に先立ち、第１回優先株主又は第１回

優先登録質権者に対し、第１回優先株式１株につき200円及び累積未払第１回優先配当金相当額を支払

う。

(b）第１回優先株主又は第１回優先登録質権者に対しては、上記のほか残余財産の分配は行わない。

（4）買受け

(a)当社は、いつでも、他の種類の株式とは別に、第１回優先株式のみを買い受けることができる。

(b)第１回優先株主は、当社が行う他の種類の株式に関する買受けについて、旧商法第210条第７項の請求を

なし得ず、第１回優先株主に関する請求権に係る同条第６項の招集通知の記載を要しない。

（5）議決権

第１回優先株主は、株主総会において議決権を有しない。

（6）分割又は併合

当社は、定款の定めにより第１回優先株式について株式の分割又は併合を行わない。

（7）買取請求

(a)　第１回優先株主は、平成17年11月１日以降いつでも、第１回優先株式１株につき200円に買取りの効力

発生日現在における累積未払第１回優先配当金相当額及び日割未払第１回優先配当金相当額を加えた額を

買取価額として、旧商法の規定に従い第１回優先株式の全部又は一部の買取りを請求することができる。

(b)　日割未払第１回優先配当金相当額は、買取りがなされる営業年度に係る優先配当金について、１年を

365日とし、買取りを行う日の属する営業年度の初日から買取りの効力発生日（いずれも同日を含む。）

までの実日数で日割計算した額（円位未満小数第１位まで算出し、その小数第１位を四捨五入する。）と

する。

(c)　買取請求は、買取りの効力発生日が属する営業年度の直前営業年度の末日現在における配当可能利益の

金額から、当該直前営業年度に関する定時株主総会において配当可能利益から配当し又は支払うことを決

定した金額及び買取りの効力発生日が属する営業年度において既に買取りが実行又は決定された価額の合

計額を控除した金額（以下「限度額」という。）を限度とし、限度額を超える場合は、抽選その他の方法

により決定する。

（8）転換予約権

(a)　転換を請求し得べき期間

　転換を請求し得べき期間は、平成17年11月１日以降とする。

(b)　転換の条件

　優先株式は、１株につき下記(ア)及び(イ)に定める転換価額により、第１回優先株式を当社の普通株式

に転換することができる。

(ア）当初転換価額

転換価額は、当初200円とする。

(イ）転換価額の調整

(i）転換価額は、第１回優先株式の発行日以降、以下に掲げるいずれかの事由に該当する場合、以下の

算式（以下「転換価額調整式」という。）により調整される（以下、調整後の転換価額を「調整後転

換価額」という。）。調整後転換価額は円位未満小数第２位まで算出し、その小数第２位を四捨五入

する。

     

既発行普通株式数

 

＋

新規発行・処分普通

株式数
×

１株当たりの払込金

額・処分価額

調整後行使価額＝ 調整前行使価額×
時価

既発行普通株式数＋新規発行・処分普通株式数
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① 時価を下回る発行価額又は処分価額をもって普通株式を新たに発行又はこれに代えて当社の有

する当社普通株式を移転（以下、かかる発行又は移転を合せて「交付」という。）（株式の分

割、転換予約権付株式の転換又は新株予約権の行使による場合を除く。）する場合。

調整後転換価額は、払込期日の翌日以降又は募集のための株主割当日がある場合は当該割当日

の翌日以降これを適用する。

② 株式の分割により普通株式を発行する場合

調整後転換価額は、株式の分割のための株主割当日の翌日以降、これを適用する。

③ 時価を下回る価額をもって当社の普通株式に転換される又は転換することができる株式を交付

する場合。

調整後転換価額は、その株式の発行日若しくは受渡日に又は募集のための株主割当日がある場

合はその日の終わりに、交付される株式の全額が転換され、当社の普通株式が新たに交付され

たものとみなし、その交付日の翌日以降又はその割当日の翌日以降、これを適用する。ただ

し、当該交付される株式の転換価額がその発行日若しくは受渡日又は割当日において確定しな

い場合、調整後転換価額は、転換され得る最初の日の前日に発行され、かつ、証券の全額が転

換されたものとみなし、当該最初の日以降これを適用する。

④ 新株予約権の行使により交付される普通株式１株当たりの発行価額（旧商法第341条ノ15第４

項又は第280条ノ20第４項に規定される。以下同じ。）が時価を下回ることとなる新株予約権

又は新株予約権付社債を交付する場合。

調整後転換価額は、その証券の交付日に又は募集のための株主割当日がある場合はその日の終

わりに、新株予約権の全部が行使され、当社の普通株式が交付されたものとみなし、その交付

日の翌日以降又は割当日の翌日以降これを適用する。ただし、当該交付される証券の新株予約

権の行使に際して払込みをなすべき１株当たりの価額がその交付日又は割当日において確定し

ない場合、調整後転換価額は、新株予約権が行使され得る最初の日の前日に交付され、かつ、

全ての新株予約権が行使されたものとみなし、当該最初の日以降これを適用する。

(ii）本第(b)項において、「時価」とは、調整後転換価額を適用する日に先立つ45取引日目に始まる30

取引日の東京証券取引所における当社の普通株式の毎日の終値（気配表示を含む。）の平均値（終

値のない日を除く。）とする。ただし、平均値の計算は、円位未満小数第２位まで算出し、その小

数第２位を四捨五入する。

(iii）上記(i)の各項目に掲げる場合のほか、次の各号に該当する場合、転換価額は、取締役会が適当

と判断する価額に調整される。

① 合併、新設分割、吸収分割、資本金若しくは資本準備金の減少、自己株式の取得又は普通株式

の併合により、転換価額の調整を必要とする場合。

② 第①号のほか、当社の株式数の変更又は変更の可能性を生ぜしめる事由の発生により、転換価

額の調整を必要とする場合。

③ 転換価額を調整すべき事由が２つ以上相接して発生し、一方の事由に基づく調整後転換価額の

算出に関して使用すべき時価が、他方の事由によって影響されているとみなされる場合。

(iv）転換価額調整式により算出された調整後転換価額と調整前転換価額との差額が１円未満にとどま

るときは、転換価額の調整を行わない。ただし、次に転換価額の調整を必要とする事由が発生し転

換価額を算出する場合、転換価額調整式中の調整前転換価額に代えて、調整前転換価額から当該差

額を差し引いた額を使用する。

(v）転換価額調整式で使用する調整前転換価額は、調整後転換価額を適用する日の前日において有効な

転換価額とする。

(vi）転換価額調整式で使用する既発行普通株式数は、株主割当がある場合はその日又は株主割当がな

い場合は調整後転換価額を適用する日の１か月前の日における当社の普通株式の発行済株式数か

ら、当該日において当社が有する当社の普通株式数を控除した数とする。

(vii）転換価額調整式で使用する１株当たりの払込金額とは、それぞれ以下をいう。

① 上記(i)①の時価を下回る払込金額をもって普通株式を交付する場合、当該払込金額（金銭以

外の財産による払込みの場合にはその適正な評価額とする。）

② 上記(i)②の株式の分割により普通株式を発行する場合は０円

③ 上記(i)③の時価を下回る価額をもって当社の普通株式に転換することができる株式を交付す

る場合には、当該転換価額

④ 上記(i)④の新株予約権の行使により発行される普通株式１株当たりの発行価額が時価を下回

ることとなる新株予約権又は新株予約権付社債を発行する場合には、当該１株当たりの発行価

額
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(c)　転換により発行すべき普通株式数

第１回優先株式の転換により交付すべき当社の普通株式数は、次のとおりとする。

転換により交付す

べき普通株式数
＝

第１回優先株主が転換請求のために提出した優先株式の発行価額の総額

転　換　価　額

 

交付すべき普通株式数の算出にあたり、１株未満の端数が生じた場合、これを切り捨てる。

(d)　転換の請求により交付する株式の内容

　当社普通株式

(e)　転換請求受付場所

　株式会社アトム名古屋本社

(f)　転換の効力の発生

　転換の効力は、当社所定の転換請求書及び第１回優先株券が前記の転換請求受付場所の営業時間内に当

該転換請求受付場所に到着したときに発生する。

(g)　転換後第１回目の配当

　第１回優先株式の転換により発行された普通株式に対する最初の利益配当金又は中間配当金は、転換の

請求が４月１日から９月30日までになされたときは４月１日に、10月１日から翌年３月31日までになされ

たときは10月１日にそれぞれ転換があったものとみなしてこれを支払う。

（9）会社法第322条第２項に規定する定款の定めの有無

　　　　　会社法第322条第２項に規定する定款の定めなし。

（10）議決権を有しないこととしている理由

　　　 資本の増強に当たり、既存の株主への影響を考慮したため。

 

（注）３． 第２回優先株式の内容は、次のとおりであります。

（1）単元株式数

　　１株

（2）第２回優先配当金の額

(a)　当社が剰余金の配当を行う場合、当社は、第２回優先株式を有する株主（以下「第２回優先株主」とい

う。）又は第２回優先株式の登録株式質権者（以下「第２回優先登録株式質権者」という。）に対して、

普通株式を有する株主（以下「普通株主」という。）又は普通株式の登録株式質権者（以下「普通登録株

式質権者」という。）に先立ち、第２回優先株式１株につき、以下の算式に従い計算される金額（円位未

満小数第２位まで算出し、その小数第２位を四捨五入する。）（以下「第２回優先配当金」という。）を

支払う。ただし、当該事業年度において第２回優先中間配当金が支払われた場合、第２回優先配当金の支

払いは、第２回優先中間配当金を控除した額による。

優先配当金　＝　100,000,000円　×　1.50％

(b)　ある事業年度において、第２回優先株主又は第２回優先登録株式質権者に対する剰余金の配当が、１株

につき第２回優先配当金の金額に満たない場合、普通株主又は普通登録株式質権者に対する剰余金の配当

は、これを支払わない。

(c)　ある事業年度において、第２回優先株主又は第２回優先登録株式質権者に対して支払う配当金の額が第

２回優先配当金の額に達しない場合、その不足額を翌営業年度以降に累積し、累積した不足額（以下「累

積未払第２回優先配当金」という。）については、第２回優先配当金及び普通株主若しくは普通登録株式

質権者に対する配当金に先立って、これを第２回優先株主又は第２回優先登録株式質権者に支払う。

(d)　第２回優先株主又は第２回優先登録株式質権者に対しては、第２回優先配当金を超えて配当を行わな

い。

（3）第２回優先中間配当金の額

(a)　当社が、会社法第454条第５項に基づく剰余金の配当（以下「中間配当」という。）を行う場合、当社

は、第２回優先株主又は第２回優先登録株式質権者に対して、普通株主又は普通登録株式質権者に先立

ち、第２回優先株式１株につき第２回優先配当金の２分の１に相当する額（以下「第２回優先中間配当

金」という。）を支払う。

(b)　第２回優先株主又は第２回優先登録株式質権者に対する中間配当が、１株につき第２回優先中間配当金

の金額に満たない場合、普通株主又は普通登録株式質権者に対する中間配当は、これを支払わない。
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（4）残余財産の分配

(a)　当社の残余財産を分配するときは、普通株主又は普通登録株式質権者に先立ち、第２回優先株主又は第

２回優先登録株式質権者に対して、累積未払第２回優先配当金相当額を支払う。

(b)　第２回優先株主又は第２回優先登録株式質権者に対しては、累積未払第２回優先配当金相当額及び第２

回優先株式１株につき100,000,000円の合計額を超えて残余財産の分配は行わない。

（5）議決権

第２回優先株主は、株主総会において議決権を有しない。

（6）取得請求権（転換請求権）

(a)　第２回優先株主は、本項に定める条件に従い、当社に対して、第２回優先株式を取得することを請求

（以下「転換請求」という。）することができる。

(b)　転換請求と引換えに交付する財産の内容

　　　 当社普通株式

(c)　転換請求と引換えに交付する株式の数

　第２回優先株式の転換請求と引換えに第２回優先株主に対して交付する株式の数は以下のとおりとし、

交付する株式数の算出にあたり、１株未満の端数が生じた場合、これを切り捨てる。転換請求のために提

出した第２回優先株式の払込金額の総額

 

交付する

株式数
＝

転換請求のために提出した第２回優先株式の払込金額の総額時価

転　換　価　額

 

(d)　転換価額

　転換価額は、転換請求の効力発生日に先立つ45取引日目に始まる30取引日の東京証券取引所における当

社の普通株式の毎日の普通取引の終値（気配表示を含む。）の平均値（終値のない日を除く。）とする。

ただし、平均値の計算は、円位未満小数第２位まで算出し、その小数第２位を四捨五入する。

(e)　転換請求可能期間

　第２回優先株主が転換請求することができる期間は、平成21年10月１日からとする。

(f)　転換請求受付場所

　株式会社アトム 総務部 総務課

(g)　転換請求の効力の発生

　転換請求の効力は、当社所定の転換請求書が前記の転換請求受付場所の営業時間内に当該転換請求受付

場所に到着したときに発生する。

（7）取得条項①（強制転換）

(a)　当社は、本項に定める条件に従い、平成25年９月30日以降の日で、当社取締役会決議をもって別途定め

る日（以下「強制転換日」という。）において、第２回優先株式を取得（以下「強制転換」という。）す

ることができる。

(b)　強制転換と引換えに交付する財産の内容

　当社普通株式

(c)　強制転換と引換えに交付する株式の数

　第２回優先株式の強制取得と引換えに第２回優先株主に対して交付する株式の数は以下のとおりとし、

交付する株式数の算出にあたり、１株未満の端数が生じた場合、これを切り捨てる。

 

交付する

株式数
＝

転換請求のために提出した第２回優先株式の払込金額の総額時価

転　換　価　額

 

(d)　強制転換価額

　強制転換価額は、強制転換日に先立つ45取引日目に始まる30取引日の東京証券取引所における当社の普

通株式の毎日の普通取引の終値（気配表示を含む。）の平均値（終値のない日を除く。）とする。ただ

し、平均値の計算は、円位未満小数第２位まで算出し、その小数第２位を四捨五入する。

(e)　第２回優先株式の一部を取得する場合は、抽選その他の方法により行う。
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（8）取得条項②（強制償還）

(a)　当社は、本項に定める条件に従い、平成25年９月30日以降の日で、当社取締役会決議をもって別途定め

る日（以下「強制取得日」という。）において、第２回優先株式を取得（以下「強制取得」という。）

することができる。

(b)　強制取得と引換えに交付する財産（金銭に限る。）の金額（以下「償還価額」という。）は、第２回優

先株式１株につき100,000,000円に強制取得日現在における累積未払第２回優先配当金相当額及び日割未

払第２回優先配当金相当額を加えた額とする。

(c)　日割未払第２回優先配当金相当額は、強制取得日の属する事業年度に係る第２回優先配当金について、

１年を365日とし、強制取得日の属する事業年度の初日から強制取得日（いずれも同日を含む。）までの

実日数で日割計算した額（円位未満小数第２位まで算出し、その小数第２位を四捨五入する。）とする。

(d)　第２回優先株式の一部を取得する場合は、抽選その他の方法により行う。

(e)　強制取得は、強制取得日における分配可能額から、強制取得日が属する事業年度の直前事業年度に関す

る定時株主総会において分配可能額から配当し又は支払うことを決定した金額及び強制取得日が属する事

業年度において既に強制取得が実行又は決定された金額（他の種類の株式の取得金額を含む。）の合計額

を控除した金額を限度とする。

（9）種類株主総会

　当社が以下に掲げる行為を行う場合において、当該行為につき第２回優先株主による種類株主総会の決議

を要しない。

(a)　定款変更（株式の種類の追加、株式の内容の変更又は発行可能株式総数若しくは発行可能種類株式総数

の増加に関するものを除く。）

(b)　株式の併合又は分割

(c)　株式の株主割当て又は無償割当て

(d)　新株予約権の株主割当て又は無償割当て

（10）譲渡制限

　第２回優先株式の譲渡又は取得については、第２回優先株主又は取得者は当社取締役会の承認を受けなけ

ればならない。

（11）優先順位

(a)　当社の優先株式に係る剰余金の配当の支払順位は、第１回優先株式、第２回優先株式、第３回優先株式

及び第４回優先株式に係る剰余金の配当の支払順位は、それぞれ同順位とする。

(b)　当社の残余財産を分配するときは、第１回優先株式を第１順位とし、当社普通株式、第２回優先株式、

第３回優先株式及び第４回優先株式に係る残余財産の分配の支払順位は、それぞれ同順位とする。

（12）議決権を有しないこととしている理由

　　　　資本の増強に当たり、既存の株主への影響を考慮したため。

（13）異なる数の単元株式数を定めている理由

株式会社ジクトの吸収合併に伴う割当交付に当たり、既存株主への影響を考慮したため。

 

（注）４． 第３回優先株式の内容は、次のとおりであります。

（1）単元株式数

１株

（2）第３回優先配当金の額

(a)　当社が剰余金の配当を行う場合、当社は、第３回優先株式を有する株主（以下「第３回優先株主」とい

う。）又は第３回優先株式の登録株式質権者（以下「第３回優先登録株式質権者」という。）に対して、

普通株式を有する株主（以下「普通株主」という。）又は普通株式の登録株式質権者（以下「普通登録株

式質権者」という。）に先立ち、第３回優先株式１株につき、以下の算式に従い計算される金額（円位未

満小数第２位まで算出し、その小数第２位を四捨五入する。）（以下「第３回優先配当金」という。）を

支払う。ただし、当該事業年度において第３回優先中間配当金が支払われた場合、第３回優先配当金の支

払いは、第３回優先中間配当金を控除した額による。

優先配当金　＝　100,000,000円　×　1.50％

(b)　ある事業年度において、第３回優先株主又は第３回優先登録株式質権者に対する剰余金の配当が、１株

につき第３回優先配当金の金額に満たない場合、普通株主又は普通登録株式質権者に対する剰余金の配当

は、これを支払わない。
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(c)　ある事業年度において、第３回優先株主又は第３回優先登録株式質権者に対して支払う配当金の額が第

３回優先配当金の額に達しない場合、その不足額を翌営業年度以降に累積し、累積した不足額（以下「累

積未払第３回優先配当金」という。）については、第３回優先配当金及び普通株主若しくは普通登録株式

質権者に対する配当金に先立って、これを第３回優先株主又は第３回優先登録株式質権者に支払う。

(d)　第３回優先株主又は第３回優先登録株式質権者に対しては、第３回優先配当金を超えて配当を行わな

い。

（3）第３回優先中間配当金の額

(a)　当社が、会社法第454条第５項に基づく剰余金の配当（以下「中間配当」という。）を行う場合、当社

は、第３回優先株主又は第３回優先登録株式質権者に対して、普通株主又は普通登録株式質権者に先立

ち、第３回優先株式１株につき第３回優先配当金の２分の１に相当する額（以下「第３回優先中間配当

金」という。）を支払う。

(b)　第３回優先株主又は第３回優先登録株式質権者に対する中間配当が、１株につき第３回優先中間配当金

の金額に満たない場合、普通株主又は普通登録株式質権者に対する中間配当は、これを支払わない。

（4）残余財産の分配

(a)　当社の残余財産を分配するときは、普通株主又は普通登録株式質権者に先立ち、第３回優先株主又は第

３回優先登録株式質権者に対して、累積未払第３回優先配当金相当額を支払う。

(b)　第３回優先株主又は第３回優先登録株式質権者に対しては、累積未払第３回優先配当金相当額及び第３

回優先株式１株につき100,000,000円の合計額を超えて残余財産の分配は行わない。

（5）議決権

第３回優先株主は、株主総会において議決権を有しない。

（6）取得請求権（転換請求権）

(a)　第３回優先株主は、本項に定める条件に従い、当社に対して、第３回優先株式を取得することを請求

（以下「転換請求」という。）することができる。

(b)　転換請求と引換えに交付する財産の内容

　当社普通株式

(c)　転換請求と引換えに交付する株式の数

第３回優先株式の転換請求と引換えに第３回優先株主に対して交付する株式の数は以下のとおりとし、交

付する株式数の算出にあたり、１株未満の端数が生じた場合、これを切り捨てる。転換請求のために提出

した第３回優先株式の払込金額の総額

 

交付する

株式数
＝

転換請求のために提出した第３回優先株式の払込金額の総額時価

転　換　価　額

 

(d)　転換価額

　転換価額は、転換請求の効力発生日に先立つ45取引日目に始まる30取引日の東京証券取引所における当

社の普通株式の毎日の普通取引の終値（気配表示を含む。）の平均値（終値のない日を除く。）とする。

ただし、平均値の計算は、円位未満小数第２位まで算出し、その小数第２位を四捨五入する。

(e)　転換請求可能期間

　第３回優先株主が転換請求することができる期間は、平成22年10月１日からとする。

(f)　転換請求受付場所

株式会社アトム 総務部 総務課

(g)　転換請求の効力の発生

　転換請求の効力は、当社所定の転換請求書が前記の転換請求受付場所の営業時間内に当該転換請求受付

場所に到着したときに発生する。

（7）取得条項①（強制転換）

(a)　当社は、本項に定める条件に従い、平成25年９月30日以降の日で、当社取締役会決議をもって別途定め

る日（以下「強制転換日」という。）において、第３回優先株式を取得（以下「強制転換」という。）す

ることができる。

(b)　強制転換と引換えに交付する財産の内容

　当社普通株式
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(c)　強制転換と引換えに交付する株式の数

　第３回優先株式の強制取得と引換えに第３回優先株主に対して交付する株式の数は以下のとおりと

し、交付する株式数の算出にあたり、１株未満の端数が生じた場合、これを切り捨てる。

 

交付する

株式数
＝

転換請求のために提出した第３回優先株式の払込金額の総額時価

転　換　価　額

(d)　強制転換価額

　強制転換価額は、強制転換日に先立つ45取引日目に始まる30取引日の東京証券取引所における当社の

普通株式の毎日の普通取引の終値（気配表示を含む。）の平均値（終値のない日を除く。）とする。た

だし、平均値の計算は、円位未満小数第２位まで算出し、その小数第２位を四捨五入する。

(e)　第３回優先株式の一部を取得する場合は、抽選その他の方法により行う。

（8）取得条項②（強制償還）

(a)　当社は、本項に定める条件に従い、平成25年９月30日以降の日で、当社取締役会決議をもって別途定め

る日（以下「強制取得日」という。）において、第３回優先株式を取得（以下「強制取得」という。）す

ることができる。

(b)　強制取得と引換えに交付する財産（金銭に限る。）の金額（以下「償還価額」という。）は、第３回優

先株式１株につき100,000,000円に強制取得日現在における累積未払第３回優先配当金相当額及び日割未

払第３回優先配当金相当額を加えた額とする。

(c)　日割未払第３回優先配当金相当額は、強制取得日の属する事業年度に係る第３回優先配当金について、

１年を365日とし、強制取得日の属する事業年度の初日から強制取得日（いずれも同日を含む。）までの

実日数で日割計算した額（円位未満小数第２位まで算出し、その小数第２位を四捨五入する。）とする。

(d)　第３回優先株式の一部を取得する場合は、抽選その他の方法により行う。

(e)　強制取得は、強制取得日における分配可能額から、強制取得日が属する事業年度の直前事業年度に関す

る定時株主総会において分配可能額から配当し又は支払うことを決定した金額及び強制取得日が属する事

業年度において既に強制取得が実行又は決定された金額（他の種類の株式の取得金額を含む。）の合計額

を控除した金額を限度とする。

（9）種類株主総会

　当社が以下に掲げる行為を行う場合において、当該行為につき第３回優先株主による種類株主総会の決議

を要しない。

(a)　定款変更（株式の種類の追加、株式の内容の変更又は発行可能株式総数若しくは発行可能種類株式総数

の増加に関するものを除く。）

(b)　株式の併合又は分割

(c)　株式の株主割当て又は無償割当て

(d)　新株予約権の株主割当て又は無償割当て

（10）譲渡制限

　第３回優先株式の譲渡又は取得については、第３回優先株主又は取得者は当社取締役会の承認を受けな

ければならない。

（11）優先順位

(a)　当社の優先株式に係る剰余金の配当の支払順位は、第１回優先株式、第２回優先株式、第３回優先株式

及び第４回優先株式に係る剰余金の配当の支払順位は、それぞれ同順位とする。

(b)　当社の残余財産を分配するときは、第１回優先株式を第１順位とし、当社普通株式、第２回優先株式、

第３回優先株式及び第４回優先株式に係る残余財産の分配の支払順位は、それぞれ同順位とする。

（12）議決権を有しないこととしている理由

　　　 資本の増強に当たり、既存の株主への影響を考慮したため。

（13）異なる数の単元株式数を定めている理由

株式会社ジクトの吸収合併に伴う割当交付に当たり、既存株主への影響を考慮したため。
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（注）５． 第４回優先株式の内容は、次のとおりであります。

（1）単元株式数

１株

（2）第４回優先配当金の額

(a)　当社が剰余金の配当を行う場合、当社は、第４回優先株式を有する株主（以下「第４回優先株主」とい

う。）又は第４回優先株式の登録株式質権者（以下「第４回優先登録株式質権者」という。）に対して、

普通株式を有する株主（以下「普通株主」という。）又は普通株式の登録株式質権者（以下「普通登録株

式質権者」という。）に先立ち、第４回優先株式１株につき、以下の算式に従い計算される金額（円位未

満小数第２位まで算出し、その小数第２位を四捨五入する。）（以下「第４回優先配当金」という。）を

支払う。ただし、当該事業年度において第４回優先中間配当金が支払われた場合、第４回優先配当金の支

払いは、第４回優先中間配当金を控除した額による。

優先配当金　＝　100,000,000円　×　1.50％

(b)　ある事業年度において、第４回優先株主又は第４回優先登録株式質権者に対する剰余金の配当が、１株

につき第４回優先配当金の金額に満たない場合、普通株主又は普通登録株式質権者に対する剰余金の配当

は、これを支払わない。

(c)　ある事業年度において、第４回優先株主又は第４回優先登録株式質権者に対して支払う配当金の額が第

４回優先配当金の額に達しない場合、その不足額を翌営業年度以降に累積し、累積した不足額（以下「累

積未払第４回優先配当金」という。）については、第４回優先配当金及び普通株主若しくは普通登録株式

質権者に対する配当金に先立って、これを第４回優先株主又は第４回優先登録株式質権者に支払う。

(d)　第４回優先株主又は第４回優先登録株式質権者に対しては、第４回優先配当金を超えて配当を行わな

い。

（3）第４回優先中間配当金の額

(a)　当社が、会社法第454条第５項に基づく剰余金の配当（以下「中間配当」という。）を行う場合、当社

は、第４回優先株主又は第４回優先登録株式質権者に対して、普通株主又は普通登録株式質権者に先立

ち、第４回優先株式１株につき第４回優先配当金の２分の１に相当する額（以下「第４回優先中間配当

金」という。）を支払う。

(b)　第４回優先株主又は第４回優先登録株式質権者に対する中間配当が、１株につき第４回優先中間配当金

の金額に満たない場合、普通株主又は普通登録株式質権者に対する中間配当は、これを支払わない。

（4）残余財産の分配

(a)　当社の残余財産を分配するときは、普通株主又は普通登録株式質権者に先立ち、第４回優先株主又は第

４回優先登録株式質権者に対して、累積未払第４回優先配当金相当額を支払う。

(b)　第４回優先株主又は第４回優先登録株式質権者に対しては、累積未払第４回優先配当金相当額及び第４

回優先株式１株につき100,000,000円の合計額を超えて残余財産の分配は行わない。

（5）議決権

第４回優先株主は、株主総会において議決権を有しない。

（6）取得請求権（転換請求権）

(a)　第４回優先株主は、本項に定める条件に従い、当社に対して、第４回優先株式を取得することを請求

（以下「転換請求」という。）することができる。

(b)　転換請求と引換えに交付する財産の内容

　　　 当社普通株式

(c)　転換請求と引換えに交付する株式の数

　第４回優先株式の転換請求と引換えに第４回優先株主に対して交付する株式の数は以下のとおりとし、

交付する株式数の算出にあたり、１株未満の端数が生じた場合、これを切り捨てる。転換請求のために提

出した第４回優先株式の払込金額の総額

 

交付する

株式数
＝

転換請求のために提出した第４回優先株式の払込金額の総額時価

転　換　価　額
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(d)　転換価額

　転換価額は、転換請求の効力発生日に先立つ45取引日目に始まる30取引日の東京証券取引所における当

社の普通株式の毎日の普通取引の終値（気配表示を含む。）の平均値（終値のない日を除く。）とする。

ただし、平均値の計算は、円位未満小数第２位まで算出し、その小数第２位を四捨五入する。

(e)　転換請求可能期間

　　第４回優先株主が転換請求することができる期間は、平成23年10月１日からとする。

(f)　転換請求受付場所

　株式会社アトム 総務部 総務課

(g)　転換請求の効力の発生

　転換請求の効力は、当社所定の転換請求書が前記の転換請求受付場所の営業時間内に当該転換請求受付

場所に到着したときに発生する。

（7）取得条項①（強制転換）

(a)　当社は、本項に定める条件に従い、平成25年９月30日以降の日で、当社取締役会決議をもって別途定め

る日（以下「強制転換日」という。）において、第４回優先株式を取得（以下「強制転換」という。）す

ることができる。

(b)　強制転換と引換えに交付する財産の内容

　当社普通株式

(c)　強制転換と引換えに交付する株式の数

　第４回優先株式の強制取得と引換えに第４回優先株主に対して交付する株式の数は以下のとおりとし、

交付する株式数の算出にあたり、１株未満の端数が生じた場合、これを切り捨てる。

 

交付する

株式数
＝

転換請求のために提出した第４回優先株式の払込金額の総額時価

転　換　価　額

 

(d)　強制転換価額

　強制転換価額は、強制転換日に先立つ45取引日目に始まる30取引日の東京証券取引所における当社の普

通株式の毎日の普通取引の終値（気配表示を含む。）の平均値（終値のない日を除く。）とする。ただ

し、平均値の計算は、円位未満小数第２位まで算出し、その小数第２位を四捨五入する。

(e)　第４回優先株式の一部を取得する場合は、抽選その他の方法により行う。

（8）取得条項②（強制償還）

(a)　当社は、本項に定める条件に従い、平成25年９月30日以降の日で、当社取締役会決議をもって別途定め

る日（以下「強制取得日」という。）において、第４回優先株式を取得（以下「強制取得」という。）す

ることができる。

(b)　強制取得と引換えに交付する財産（金銭に限る。）の金額（以下「償還価額」という。）は、第４回優

先株式１株につき100,000,000円に強制取得日現在における累積未払第４回優先配当金相当額及び日割未

払第４回優先配当金相当額を加えた額とする。

(c)　日割未払第４回優先配当金相当額は、強制取得日の属する事業年度に係る第４回優先配当金について、

１年を365日とし、強制取得日の属する事業年度の初日から強制取得日（いずれも同日を含む。）までの

実日数で日割計算した額（円位未満小数第２位まで算出し、その小数第２位を四捨五入する。）とする。

(d)　第４回優先株式の一部を取得する場合は、抽選その他の方法により行う。

(e)　強制取得は、強制取得日における分配可能額から、強制取得日が属する事業年度の直前事業年度に関す

る定時株主総会において分配可能額から配当し又は支払うことを決定した金額及び強制取得日が属する事

業年度において既に強制取得が実行又は決定された金額（他の種類の株式の取得金額を含む。）の合計額

を控除した金額を限度とする。
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（9）種類株主総会

　当社が以下に掲げる行為を行う場合において、当該行為につき第４回優先株主による種類株主総会の決議

を要しない。

(a)　定款変更（株式の種類の追加、株式の内容の変更又は発行可能株式総数若しくは発行可能種類株式総数

の増加に関するものを除く。）

(b)　株式の併合又は分割

(c)　株式の株主割当て又は無償割当て

(d)　新株予約権の株主割当て又は無償割当て

（10）譲渡制限

　第４回優先株式の譲渡又は取得については、第４回優先株主又は取得者は当社取締役会の承認を受けなけ

ればならない。

（11）優先順位

(a)　当社の優先株式に係る剰余金の配当の支払順位は、第１回優先株式、第２回優先株式、第３回優先株式

及び第４回優先株式に係る剰余金の配当の支払順位は、それぞれ同順位とする。

(b)　当社の残余財産を分配するときは、第１回優先株式を第１順位とし、当社普通株式、第２回優先株式、

第３回優先株式及び第４回優先株式に係る残余財産の分配の支払順位は、それぞれ同順位とする。

（12）議決権を有しないこととしている理由

　　　資本の増強に当たり、既存の株主への影響を考慮したため。

（13）異なる数の単元株式数を定めている理由

株式会社ジクトの吸収合併に伴う割当交付に当たり、既存株主への影響を考慮したため。

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数

（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金増
減額
（百万円）

資本準備金残
高（百万円）

平成29年10月１日～

平成29年12月31日
－ 193,559,319 － 4,073 － 1,400

 

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成29年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしております。

 

①【発行済株式】

平成29年12月31日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式

　第１回優先株式　9,000,000

　第２回優先株式　　　　　5

　第３回優先株式　　　　　5

　第４回優先株式　　　　 12

－

優先株式の内容は、「１

株式等の状況」の「（1）

株式の総数等」の「②　

発行済株式」の注記に記

載。

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
　（自己保有株式）

　普通株式　　　　　470,900
－ －

完全議決権株式（その他） 　普通株式　　　184,027,000 　　　　　　 1,840,270 －

単元未満株式 　普通株式　　　　　 61,397 － －

発行済株式総数 　　　　　　　　193,559,319 － －

総株主の議決権 － 　　　　　　 1,840,270 －

　（注）１．「完全議決権株式（その他）」及び「単元未満株式」欄には、証券保管振替機構名義の株式が、それぞれ

600株及び50株含まれております。また、「議決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決

権の数６個が含まれております。

　　　２．「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式46株が含まれております。

 

②【自己株式等】

平成29年12月31日現在
 

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有株式

数（株）
他人名義所有株式

数（株）
所有株式数の合計

（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

株式会社アトム
名古屋市中区

錦二丁目２番２号
470,900 － 470,900 0.26

計 － 470,900 － 470,900 0.26

　（注）　「発行済株式総数に対する所有株式数の割合（％）」の計算には、優先株式9,000,022株は含まれておりませ

ん。

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣

府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」）に基づいて作成しております。

　なお、四半期連結財務諸表規則第５条の２第３項により、四半期連結キャッシュ・フロー計算書を作成しており

ます。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成29年10月１日から

平成29年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成29年４月１日から平成29年12月31日まで）に係る四半

期連結財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。

 

EDINET提出書類

株式会社アトム(E03231)

四半期報告書

17/27



１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度

(平成29年３月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成29年12月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 3,947 4,767

売掛金 764 947

たな卸資産 424 545

その他 884 836

流動資産合計 6,021 7,097

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 11,916 10,944

土地 3,162 3,106

その他（純額） 2,479 2,538

有形固定資産合計 17,557 16,588

無形固定資産   

のれん 720 630

その他 89 85

無形固定資産合計 809 715

投資その他の資産   

敷金及び保証金 6,658 6,346

その他 2,037 1,990

貸倒引当金 △42 △27

投資その他の資産合計 8,652 8,310

固定資産合計 27,020 25,615

資産合計 33,041 32,712

負債の部   

流動負債   

買掛金 3,036 3,538

短期借入金 － 620

1年内返済予定の長期借入金 2,039 1,811

未払法人税等 407 457

販売促進引当金 486 829

引当金 93 25

その他 3,895 3,942

流動負債合計 9,958 11,224

固定負債   

長期借入金 3,608 2,609

資産除去債務 1,273 1,120

その他 2,345 2,094

固定負債合計 7,227 5,824

負債合計 17,186 17,049
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  （単位：百万円）

 
前連結会計年度

(平成29年３月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成29年12月31日)

純資産の部   

株主資本   

資本金 4,073 4,073

資本剰余金 7,116 7,116

利益剰余金 4,840 4,578

自己株式 △189 △190

株主資本合計 15,841 15,578

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 14 84

その他の包括利益累計額合計 14 84

純資産合計 15,855 15,662

負債純資産合計 33,041 32,712
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年12月31日)

売上高 39,622 40,032

売上原価 12,822 13,125

売上総利益 26,799 26,906

販売費及び一般管理費 25,626 25,777

営業利益 1,173 1,129

営業外収益   

不動産賃貸料 310 224

その他 78 73

営業外収益合計 389 297

営業外費用   

支払利息 113 94

不動産賃貸原価 217 160

その他 9 5

営業外費用合計 340 260

経常利益 1,222 1,166

特別利益   

固定資産売却益 24 541

受取補償金 134 31

投資有価証券売却益 108 －

特別利益合計 267 572

特別損失   

固定資産除却損 177 148

固定資産売却損 58 －

減損損失 426 493

賃貸借契約解約損 22 118

その他 11 0

特別損失合計 696 761

税金等調整前四半期純利益 792 977

法人税、住民税及び事業税 609 668

法人税等調整額 100 134

法人税等合計 709 802

四半期純利益 82 174

親会社株主に帰属する四半期純利益 82 174
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年12月31日)

四半期純利益 82 174

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 36 69

その他の包括利益合計 36 69

四半期包括利益 118 244

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 118 244
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：百万円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 792 977

減価償却費 1,843 1,604

のれん償却額 89 89

販売促進引当金の増減額（△は減少） 356 343

支払利息 113 94

固定資産売却損益（△は益） 33 △541

固定資産除却損 177 148

減損損失 426 493

受取補償金 △134 △31

売上債権の増減額（△は増加） △206 △183

たな卸資産の増減額（△は増加） △165 △120

仕入債務の増減額（△は減少） 324 501

未払消費税等の増減額（△は減少） △141 △8

その他 △120 △14

小計 3,387 3,354

利息及び配当金の受取額 15 13

利息の支払額 △112 △93

補償金の受取額 134 －

法人税等の支払額 △1,602 △479

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,823 2,794

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △1,750 △911

有形固定資産の売却による収入 126 960

投資有価証券の売却による収入 286 －

敷金及び保証金の差入による支出 △599 △255

敷金及び保証金の回収による収入 336 425

預り保証金の返還による支出 － △324

その他 △76 △99

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,678 △203

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 1,570 620

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △772 △728

長期借入れによる収入 680 380

長期借入金の返済による支出 △1,749 △1,607

配当金の支払額 △449 △435

その他 △0 △0

財務活動によるキャッシュ・フロー △722 △1,770

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △577 820

現金及び現金同等物の期首残高 4,038 3,947

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１ 3,461 ※１ 4,767
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【注記事項】

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※１．現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている現金及び預金勘定は一致し

ております。

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成28年４月１日　至　平成28年12月31日）

　　配当に関する事項

配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年４月25日

取締役会

普通株式 365 2 平成28年３月31日平成28年６月17日 利益剰余金

第１回優先株式 36 4 平成28年３月31日平成28年６月17日 利益剰余金

第２回優先株式 10 1,500,000 平成28年３月31日平成28年６月17日 利益剰余金

第３回優先株式 10 1,500,000 平成28年３月31日平成28年６月17日 利益剰余金

第４回優先株式 27 1,500,000 平成28年３月31日平成28年６月17日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成29年４月１日　至　平成29年12月31日）

　　配当に関する事項

配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年４月28日

取締役会

普通株式 368 2 平成29年３月31日平成29年５月31日 利益剰余金

第１回優先株式 36 4 平成29年３月31日平成29年５月31日 利益剰余金

第２回優先株式 7 1,500,000 平成29年３月31日平成29年５月31日 利益剰余金

第３回優先株式 7 1,500,000 平成29年３月31日平成29年５月31日 利益剰余金

第４回優先株式 18 1,500,000 平成29年３月31日平成29年５月31日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成28年４月１日　至　平成28年12月31日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：百万円）

 レストラン 居酒屋
エンター

テインメント

その他

（注）１

調整額

（注）２

四半期連結損益

計算書計上額

（注）３

売上高       

外部顧客への売上高 26,294 10,787 1,957 584 － 39,622

セグメント間の内部

売上高又は振替高
－ － － 398 △398 －

計 26,294 10,787 1,957 982 △398 39,622

セグメント利益 2,077 727 448 296 △2,376 1,173

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれていない事業セグメントであり、宮のたれ製

造・販売等を含んでおります。

（注）２．セグメント利益の調整額△2,376百万円には、セグメント間取引消去７百万円、のれんの償却△

77百万円、各報告セグメントに配分していない全社費用△2,306百万円が含まれております。全社

費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

（注）３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成29年４月１日　至　平成29年12月31日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：百万円）

 レストラン 居酒屋
エンター

テインメント

その他

（注）１

調整額

（注）２

四半期連結損益

計算書計上額

（注）３

売上高       

外部顧客への売上高 26,998 10,489 1,913 630 － 40,032

セグメント間の内部

売上高又は振替高
－ － － 467 △467 －

計 26,998 10,489 1,913 1,097 △467 40,032

セグメント利益 2,247 580 423 338 △2,461 1,129

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれていない事業セグメントであり、宮のたれ製

造・販売等を含んでおります。

（注）２．セグメント利益の調整額△2,461百万円には、セグメント間取引消去２百万円、のれんの償却△

77百万円、各報告セグメントに配分していない全社費用△2,386百万円が含まれております。全社

費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

（注）３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成28年４月１日
至　平成28年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成29年４月１日
至　平成29年12月31日）

 １株当たり四半期純利益金額 0円17銭 0円67銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額（百万円） 82 174

普通株主に帰属しない金額（百万円） 51 51

（うち優先株式配当金（百万円）） (51) (51)

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利益金

額（百万円）
31 122

普通株式の期中平均株式数（千株） 182,665 184,088

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり四

半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式で、前連結

会計年度末から重要な変動があったものの概要

――――― ―――――

　（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため

記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成30年２月13日

株式会社アトム

取締役会　御中

 

　有限責任 あずさ監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 根 本 　剛 光　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 川 口 　靖 仁　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 新名谷　寛昌　印

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社アトム

の平成29年４月１日から平成30年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成29年10月１日から平成29

年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成29年４月１日から平成29年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フ

ロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社アトム及び連結子会社の平成29年12月31日現在の財政状態並

びに同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと

信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

　（注）１ 上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　２ ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれておりません。
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